






2011 年 3 月 11 年東日本大震災では、福島県・宮城県・岩手県を中心とする
東北地方に甚大な被害をもたらした。災害直後から、自衛隊、医療分野からは


























第 1 章  災害時における福祉分野の役割とは  
 






日本における代表的な地震は、表 1 の通りである。  
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福島第一原発から半径 20 キロ圏内を警戒区域に、事故発生 1 年間の積算線量
が 20 ミリシーベルトに達する恐れのある区域を計画的避難区域に指定するな
ど約 11 万人が避難を余儀なくされた。  
 




 東日本大震災における被災者の推計は、表 2 の通りである。  
 
 
1946（昭和 21）年  南海地震（M8.0）  
1948（昭和 23）年  福井地震（M7.1）  
1960（昭和 35）年  チリ地震津波（チリ沖 M9.5）  
1964（昭和 39）年  新潟地震（M7.5）  
1974（昭和 49）年  伊豆半島沖地震（M6.9）  
1978（昭和 53）年  伊豆半島近海地震（ M7.0）  
1978（昭和 53）年  宮城県沖地震（M7.4）  
1983（昭和 58）年  日本海中部地震（M7.7）  
1984（昭和 59）年  長野県西部地震（M6.5）  
1993（平成  5）年  北海道南西沖地震（ M7.8）  
1995（平成  7）年  阪神・淡路大震災（ M7.3）  
2004（平成 16）年  新潟県中越地震（M6.8）  
2011（平成 23）年  東日本大震災（M8.4）  




表 2 【東日本大震災における被災者の推計】            （人）  
 全国  うち 3 県  
1．死者  15,601 15,535 
2．行方不明者  4,968 4,964 
3．避難所にいる避難者  17,798 16,138 
4．避難所以外にいる避難者  41,124 19,505 
5．住宅等に入居済みの者  32,630 不明  
6．自宅にいるが被災している者  不明  不明  
内閣府「東日本大震災における被災者の推計」より  
平成 23 年 7 月 22 日現在  
 











第 2 章  東日本大震災におけるソーシャルワーカーの支援活動  
 









福島県災害派遣福祉チームの支援内容としては、以下の表 3 の通りである。 
 
表 3 【福島県災害派遣福祉チームの支援内容】  










（３）  要配慮者からの相談対応  
要配慮者の相談に応じ、関係機関への情報提供や支援のコーディネート
を行う。  
（４）  介護を要する者への応急的な支援  
避難所等において介護等の支援が必要な場合は、応急的に介護等支援を
行う。  











第 2 節  ソーシャルワーカーの支援活動の課題  
 
 この節では、第 1 節のソーシャルワーカーの支援活動の現状に対する課題に
ついて考察していく。  
















図 1 【東日本大震災における人員派遣・受入れ状況】  
 
株式会社富士通総研  
「災害福祉広域支援ネットワークの構築に向けての調査研究事業報告書」（ 2013）より  
（図１・２・３）  
 



































図 2 【都道府県内の支援体制の構築状況】  
 
 






















































































第 3 章  内部支援者・外部支援者へのインタビュー調査  
 








つけた。インタビュー対象者の経歴は表 4、インタビューガイドは表 5 の通り
である。  
 
表 4 【インタビュー対象者の経歴】  
区分  性別  SW 経験年数  所属機関  
内部支援者  男  32 年  社会福祉協議会（元）  
男  25 年  自治体／福祉職  
外部支援者  男  20 年  病院  
女  不明  社会福祉協議会（元）  
 
表 5 【インタビューガイド】  
手順  
 
1．  挨拶  
2．  自己紹介  
3．  インタビュー調査の概要説明（説明文書参照）  
4．  個人情報に関する説明（同意書・同意撤回書参照）  
5．  同意書に記入してもらう  
6．  インタビュー開始  
7．  終了後、御礼を述べる  
8．  後日、完成した際は完成版を送付するということを伝える  
9．  連絡先の確認  





































































祉科学大学 4 回生二人により、指導教授にスーパーバイズを受け、実施した。 
 







①  外部支援者が内部支援者に対して求めること  
 





















































②  内部支援者が外部支援者に対して求めること  
 
「内部支援者が外部支援者に対して求めること」とは、表 7 の通りである。 
 




























③  外部支援者による支援  
 







































































































④  内部支援者による支援  
「内部支援者による支援」は、以下の表 9 の通りである。  
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（ a）  支 援 員







































⑤  外部支援者の思い  
 
























































































































⑥  内部支援者の思い  
 


























































































































第 4 章  被災地における外部支援の在り方  
 
第 1 節  「葛藤」という視点から考察する支援者の思い  
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